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ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
、
第
■
匡

一平
成
２２
年
度
助
成
研
究
発

表
会
」
を
開
催
し
た
（．

同
財
匡
は
、
理
工
学
、
農

学

。
生
物
学
、

食
品
科
学
、

医
学
の
４
分
野
で
つ
塩
に
関

わ
る
研
究
に
対
し
て
〓
或
を

行
い
、
年
度
こ
と
に
発
表
会

を
開
い
て
い
る
。
今
回
は

一

般
公
募
研
究
４８
件

（理
工
学

‐５
件
、
農
学

・
生
物
学
１０
仕
、

一（」ケ仁
一に
、

農
学

。
生
物
学
分
野
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
は
海
水

・

食
塩
水
の
農
業
利
用
が
テ
ー

マ
で
、
東
日
本
大
震
災
で
の

津
波
に
よ
る
浸
水
農
地

の

一塩
害
」
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
最
中
と
あ

っ
て
、
特
に

聴
講
者
の
関
心
を
得

て
い

。一に
）^発

表
は
３
会
場
に
分
か

れ
、
１
件
に
つ

き
発
表
時
間
１２

分
、
討
論
時
間

３
分
で
実
施
。

財
団
役
員
、
評

議
員
、
研
究
運

営
審
議
会
委
員

を
は
じ
め
、
企

業

や

業

界

団

体
、
大
学
、
研

究
機
関
か
ら
多

数
の
聴
講
者
が

訪
れ
た
。

発
表
会
終
了

後
に
は
、
研
究

者
間
の
懇
親
や
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「誤
解
与
え
ぬ
表
示
を
・

壼
京
都
食
用
塩
の
表
示
を
雪
頭
妻
番
一

東
京
都
は
こ
の
ほ
ど
、
昨

年
度
実
施
さ
れ
た

「食
用
塩

に
関
す
る
表
示
の
店
舗
調

査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、
食
用
塩

公
正
取
引
協
議
会
に
よ
る

「食
用
塩
の
表
示
に
関
す
る

公
正
競
争
規
約
」
が
完
全
施

行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

昨
年
１０
月
に
行
わ
れ
た
も

の
。
都
民
か
ら
公
募
し
た
約

２
０
０
人
の
調
査
員
が
都
内

の
小
売
店
の
吉
頭
を
調
べ
、

景
品
表
示
法
上
の
不
当
表
示

（優
良
誤
認

。
有
利
誤
認
）

は
な
い
か
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
報
告
数
６
９

３
件
の
う
ち
、
不
当
表
示
の

疑
い
あ
じ
と
す
こ
三
言
ｔ
２

４
９
牛
挙
〓
・ｔ
ｔ
　
手
議
会

が
商

品
を

≡
妻
ｆ

ｔ
と
こ

スつ
、　ヨ京
口〓
一衣
〓
・三
一一　一一・一二
十三一
プ

る
ほ
ど
著
し
１
一　
三
云
子
意

な
か

っ
た
が
、
東
京
都
は
報

告
書
に

「消
費
者
に
誤
解
や

疑
間
を
与
え
な
い
よ
う
、
も

っ
と
分
か
り
や
す
い
表
示
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
コ

メ
ン
ト
を
付
記
。
協
議
会
は

「消
費
者
の
意
見
を
重
く
受

け
止
め
る
」
と
し
て
い
る
。

食
用
塩
の
表
示
に
つ
い
て

年二
〓
こ二〓
一〓〓≒葦
ム
〓
＾
３
〓一メ　
一
一一一彙
雇〓́

義
塾
大
学
名
誉
教
授
）
が
乾

杯
の
音
頭
を
と

っ
た

（要
旨

別
掲
）
。

・／
一
ヽ́
一

ヽ
一Ｉ

多ヽ

風

・メ

つヽ

つて、熟 =
塩 あめを董

ンク剤 に壇

塩 の関係 :二

されつつ 充

で正確な三

指導いたた

。海水 |二賛

分野 か ら _

年発表 して

女子■

意
見
を
集
め
る
目
〓
て
手
姜

会
が
独
自
に
行

っ
た
毛
二

で
、
今
回
が
初
の
実
竜

対
象
と
な

っ
た
百
≡
〓
〓

８０
点
。
消
費
者
団
依
〓
室
三

を
郵
送
等
で
集
め
る
方
法
で

そ

っ
た
。
７
月
中
に
行
わ
れ

を
モ
ニ
タ
ー
と
協
議
会
と
の

憲
談
会
を
経
て
、
意
見
を
ま

／ヽ
（ヽを
スリ
。

は
、
２

〓
し３
年
に
東
京
都

が
業
買
・
．可
し
、
表
示
適
正

化
を
求
Ｉ
ｃ
指
導
を
行

っ
た

こ
と
が
三
‘
か
け
と
な
り
、

食
用
壇

三
二
取
引
協
議
会
が

発
足
―
・■
）

」理
二
彗
不
に

「措
三
命
令
」

消
重
言
〒
は
６
月
１４
日
、

日
本
〓
干
て
ン
タ
ー
い

（本

社

・
〓
、丁
一３

が
米
国
か
ら

輸
入
≡
〓
す
る
食
用
塩

「セ

ル
リ
マ
　

シ́
ー
ズ

・
シ
ー
ソ

ル
ト

・≡
ヒ
）
」
の
商
品
表

示
に
三
二
三
載
が
見
つ
か

っ

た
と
ヽ
一て
、
同
社
に
対
し
、

三否
〓
十一十
二
違
反

（優
良
誤

認
）
一
∫
る
措
置
命
令
を
発

出
し
た
　
一痛
費
者
庁
に
よ
る

と
、
ビ
ミ
三

一一薔
フ
ベ
ル
に
「最

一一二

二
一
・
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´
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二

一
）
ヽ
ヽ
′
一（一
二
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．
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レ　́
一　
　
一　・
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一一
．

初
か
ら
最
後
ま
で
塩
Ｅ
で
天

日
の
力
を
使
い
、
結
晶
さ
せ

た
完
全
天
日
塩
で
す
」
な
ど

と
記
載
し
て
い
た
が
、
同
庁

の
調
査
で
、
こ
の
製
品
が
天

日
塩
を
溶
解

。
せ
ん
ご
う
し

た
精
製
塩
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
と
い
う
。

義
援
金
を
交
付

塩
一型
冗
協
会

全
国
塩
元
売
協
会

（宮
澤

啓
砧
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

東
日
本
大
震
災
の
災
害
義
援

金
を
被
災
会
員
４
社
に
交
付

し
た
。
義
援
金
は
３
月
２２
日

付
け
で
会
員
を
対
象
に
募
集

を
開
始
し
、
締
切
期
日
の
５

月
末
ま
で
に
総
額
８
９
９
万

３
０
０
０
円
が
集
ま

っ
た
。

こ
の
う
ち
岩
手
塩
元
売
帥
と

一
｝
￥
一
¨

ム
苔
一一幸
一
一
一響
】
鋼
製
華

『
津
″
湊
中
崚

はま み しお
「
浜御塩えこそると」
バイオマスで「地産地焼」

∽自松の『浜御塩』は長崎県対馬の

海水を使 つた平釜炊きのフレーク塩。

甘みも感 じる優 しい味でおな じみだ

が、今年 4月 に発売された『浜御塩え
こそると』は、森林の間伐材チ ,プを
せん ごう工程の燃料 l二千:≡ した、業界

初の産晃だ c
~二
月を置くて書市 i蛮蘇資源を有

効活平しようとい う『バイオマスタウ

ン構想』がありまして、当社が協力を

呼びかけられたのです。そ こで森林組

合や製材所などでつくる協議会に参加

して考えた結果、間伐材を燃料に使 う

ことで当社も貢献できることがわかり

ましたJ(白 木桂介社長 =写真 )

イ ラーラーの価格が高 い ことや、温度を上

げるのに時間がかかることなど難点も

あるのですが、従来の重油より燃料費

はかか りませんし、木材資源のため 002

排出量はゼロと計算されます。何より

地域振興に貢献できます」

間伐は森の保全に必須の作業だが、

間伐材はこれまで 7～ 8害」が山に捨て
られていた。自松が間伐材チ ップを購

消費者庁

，
一
），
一
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一
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〓
≡
一
三
一　
一生
一　
〓茉
イ
三
二　
一一三
ｉ
三
一

〓
元
売
ｒ
一
蒙
墳
壇
歌
売
■
一
菱
一

摩
塩
業
［
〓
せ
≡
塩
元
売
■
一
道

北
塩
業
ｍ
▼
三
重
一塩
業
三
一
南
勢

塩
業
い
▼
吉
匿
塩
業
■
一
近
藤
塩

元
売
い
▼
岐
塩
ホ
Ｔ
備
後
塩
元
売

ｍ
▽
静
岡
塩
業
【
Ｔ
北
陸
塩
業
的

▽
北
洋
塩
業
輸
Ｔ
北
海
塩
業
い
▽

秋
園
芳
博
▼
阿
部
雅
春
▽
秋
田
県

塩
販
売
組
合
達
合
会
▽
や
べ
商
店

▽
お
お
に
し
し
げ
ゆ
き

新
社
長
に
江
口
氏

ダ
イ
ヤ
ン
ル
ト
閉

ダ
イ
ヤ
ソ
ル
ト
的
は
６
月

２８
日
、
株
主
総
会
と
取
締
役

会
を
開
き
、
取
締
役
社
長
に

江
回
哲
郎
氏

（前
取
締
役
副

社
長
）
を
選
任
、
同
日
付
で

就
任
し
た
。
任
期
は
１
年
。

前
取
締
役
社
長
の
能
間
博

司
氏
は
取
締
役
相
談
役
に
就

任
し
た
（）

入することで木

材の運搬やチ ッ

プカ日工などの雇

用も生まれる。

<商品概要 >
『浜御塩えこ

そると』330g。

498円、焼 塩 250
g 。498F]、  藻
塩 120g 。420円

カル ビー閉がポテ トチ ップスに採用


